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今年度 2回目の生徒総会を 7月 6日木曜日に実施しました。今回は、学校のルールやきまりを見つめ直す 

ことで、より良い学校生活につなげることを目的として行いました。事前に各クラスで行ったプレ生徒総会では、

「学校のきまりやルールはなぜあるのか」や「学校のきまりやルールについての課題や改善策」について話し合い、

クラスから出た意見をもとに、議題を『時間を守ること』と『休み時間などに落ち着いて過ごすこと』の２つにしぼり、

全校生徒で改善策を考えました。話し合う中で、「呼びかける」「ポスターを作って貼る」

「チャイム等放送を使う」「廊下やトイレに集まらないようにする」など様々な意見が出さ

れ、具体的に「誰がどのようにするのか」ということにも話が広がりました。 

 今回の生徒総会は、生徒が自分たちでより良い学校生活を送るために、現在の学校生

活の課題を考え、改善策を模索する過程そのものに意義があったと思います。学年や学

校全体で取り組める改善策を考える中で、同時に一人ひとりが、今自分にできることには

どのようなものがあるかを考えることにつながり、さらには、その背景にある自分の行動を振

り返るきっかけにもなったと思います。暑い中での話し合いになりましたが、この生徒総会を契機に、より良い学

校を生徒自身の手でつくっていくことに気持ちが高まっていくことを期待していま

す。 

 また、今回の生徒総会では、議題に沿った協議の他に、生徒会会則の見直し

も行いました。これまで記述があいまいだった部分や生徒会役員選挙の規定に

ついて、生徒会執行部から提案があり、全生徒で確認して改正しました。2 学期

からのふれあいノートには、改正された生徒会会則が記載される予定です。ご家

庭でもご確認ください。 

 

                            9月 9日（土）の体育祭に向けて動き始めています。実行委員長 

には、体育委員長の野島怜衣さん、副実行委員長には体育副委 

員長の藤本憲真君がなり、各学年の応援係や実行委員を中心に

体育祭に向けて活動を開始しました。7 月 5 日（火）には、各学年の隊別集会を開き、演技係や招

集係等、体育祭当日に実際に種目を運営していく係を決めました。 

  今後、学年種目や全校種目で、どのような競技（演技）を行っていくか

を実行委員を中心に決めていきます。全校種目については、「全員が参加できる種目

であること」そして、「全員が楽しめるものにしたい」という説明を実行委員長がした後、

全校生徒へのアンケートを実施し、みんながやりたい種目を出し合いました。生徒たち

から出たアイデアを元に、実行委員会で具体的な競技方法も考えながら、検討を重

ねた結果、現在「むかで競争」という案が出ています。 
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Everyone enjoys school life！！ 
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七夕のねがいごと 

  
7月 7日の七夕に合わせて、何か願いごとをした人も多いのではないでしょうか。 

七夕とは、織り姫星（こと座のベガ）と彦星（わし座のアルタイル）が天の川を渡っ 

て年に一度、七夕の日にだけ会いに行くことを許されたという、中国の古い言い伝えと、日本の宮中行事、棚機（たなばた）

との融合で生まれたとされています。日本では江戸時代に広まり、笹（笹は成長が早く、天に向かって一直線に伸びること

から）に、願いごとを書いた短冊をつるすという、現在の形になったと言われています。 

  1 階廊下に飾られた、中１の生徒の短冊を見てみると「勉強ができるようになりたい」「野

球やサッカーなどのスポーツで活躍したい」等の願い事が多かったですが、「願い」は「目標」

とちがい、自分の思いを素直に書いて良いところが魅力です。書くときもワクワクしますね！ 

日本人は忙しい毎日を送っており、年齢が上がるにつれ、季節の行事を楽しむ機会が減

りがちだと言われますが、七夕を逃してしまった人も、何か機会をつくり、今の自分の一番の願い事を紙に書いてみてはい

かがでしょうか。 

６月１８日（日）の参観日には、多数の保護者の皆様にご参加

いただき、ありがとうございました。 

  この参観日に合わせて、引き渡し訓練（１年生のみ）を行い

ました。昨年度の反省を生かし、今年度より生徒の待機場所を教室に変更

して、保護者の方に教室前まで迎えに来ていただく方法にしましたが、混乱

することなく、大変スムーズに進行できました。（５月末に配布した「引き渡しマニュアル」参照）今後、万が一、重大な災害

や事件等により、子供だけで下校させることが困難になった場合、各クラスを引き渡し場所にいたしますので、よろしくお願

いします。 

                                       
7月 13日（木）にウクライナ出身で福岡在

住の中井インガさんに来ていただき、１，２年

生を対象に「世界みんな元気」という演題で講

演をしていただきました。 

グローバル化が進展する中で、様々な文化

や価値観を背景とする人々と相互に尊重しながら生きることが大切になってきます。今回のインガさん

のお話も、出身地や人種が違っても、みんな同じ地球人という視点での講話で、「自分がどのような種をまくかで、自分が

変わる。悪い種をまけば、自分を傷つける。良い種をまけば、お互いに良い気持ちになるし、良いことが起こる。」ことを話さ

れ、良い種の例として挨拶や人の手助けについて紹介していただきました。 

たくさんの写真を見せていただきながらの講演で、ウクライナの民族衣装や食べ物、絵本や歌なども教えていただき、外

国の文化や生活習慣の違いを視覚的に感じ取りながら、国が変わっても普遍である人間の存在や価値について理解を深

めることができたと思います。 

 

 

                                               

                                           

 

 

 

 
         岩国市では、夏季休業中に市立小・中学校の閉庁日を設け、省エネルギー対策上の効果を上 

げるとともに、教職員の夏季における健康増進と休暇取得促進を通して、学校運営の改善を 

図ることとしており、今年度は、８月 14日（月）・15日（火）・16日（水）を学校閉庁日とします。 

 学校閉庁日における緊急時には、岩国市教育委員会を通して各学校長に連絡するようにしていま 

すので、緊急の際は、岩国市教育委員会学校教育課にご連絡ください。  

＜緊急時連絡先＞ 岩国市教育委員会学校教育課 TEL 0827-29-5203          

バッチには校章を取り入れ、尾錠は学校のカラーで

あるえんじ色を基調とし、明るく元気な様子を表す黄

色と自然と山々を表す緑色を取り入れたものだそう

です。 

参観日・引き渡し訓練 

ウクライナ出身の講師による 
国際文化講座（1，2年生） 

夏季休業中の閉庁日について（お知らせ） 

37 点の応募の中から、生徒の

投票により、最終的に 2 年生の

森本美映さんがデザインした左

の作品が選ばれました。 

 この尾錠が次年度からの新制

服に付けられることになります。 


